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アカデミック・ライティングのための初級文法項目の再学習 
               

高梨信乃（関西大学） ・ 朴 秀娟（神戸女学院大学） ・ 庵 功雄（一橋大学） 

 

1. 初級文法項目の再学習とは 

本パネルセッションでは、日本語教育文法の考え方の一つとして、「初級文法項目の再学習」（高梨

2023）を提案する。 

日本語教育文法研究の重要な課題の一つに、「初級文法項目の見直し」がある。それは、現行の文

法シラバスに、１）初級の文法項目が多く、重すぎる（野田２００５など）、２）初級の文法項目を 1 度教

えたら、その後振り返ることがない（小林２００５など）という 2 つの問題点があり、その結果、学習者に

不必要な負担をかける一方で、学んだ知識が十分な運用に結びつかないといった弊害がみられるた

めである。この問題に対応するため、さまざまな学習者のニーズを考慮に入れ、文法シラバスを改善す

るための研究が行われている（山内 2005、庵 2009、森 2011、岩田・小西 2015 など）。このような

研究は非常に重要であるが、長期的な取り組みとなるため、並行して現行の文法シラバスで学ぶ学習

者を支援することもまた重要だと思われる。 

初級文法項目の再学習とは、このような観点から、初級の文法項目を中級以降で再度学ぶ機会を

学習者に提供するものである。ただし、ここでの再学習とは、単なる復習ではなく、「学習者が必要とす

る能力に合わせて取り上げる項目を選び、指導のポイントをしぼって再度学ぶ機会を与えることにより、

学習者が必要とする使用につなげること」という意味で用いる。 

本パネルセッションでは、その一例として、上級学習者のアカデミック・ライティング（以下、AW）とい

う目的に焦点を当て、どのような初級文法項目の再学習が必要であるかについて考察したい。 

 

2. 上級学習者のアカデミック・ライティングの文法の問題 

AW に必要な知識・スキルは、①文レベル（文を正確に書く）、②文章レベル（文章を明快に書く）、

③AW レベル（学術的文章らしく書く）の 3 つに分けて捉えることができる（高梨２０１３）。①→②→③

の順により高度なレベルと考えられるが、上級学習者のAWを見ると、もっとも基礎的な①の文法の誤

用が多く、その指導に手を取られることが少なくない。 

このことに注目した高梨ほか（2017）は、上級学習者 3名の修士論文の草稿に見られた誤用を分

析しているが、その結果、3名分の誤用 254 件のうち２３６件（93％）が旧日本語能力試験の 3 級以

下の文法項目に関するものであることが明らかになった。 

以上から、AW では初級文法項目を正確に習得することが重要であること、そして、それが十分にで

きていない上級学習者が少なくないということが示唆される。 

 

3. アカデミック・ライティング指導における文法の扱い 

では、学習者のＡＷ指導において、文法はどのように扱われているのだろうか。手がかりとして教材

類をみてみる。学習者の AW のための教科書は多数出版されている。これらは扱われている内容から、

Ａ）文法重視のもの（小森・三井２０１６など）、Ｂ）表現・文型の提示が中心のもの（浜田ほか１９９７、

佐々木ほか２００６、二通ほか２００９など）、Ｃ）ＡとＢの折衷的なもの（友松２００８、伊集院・髙野２０２０

など）に分けられるが、数の点で主流なのは B タイプである。B タイプでは、論文の構成や、論文の各

 

意味しない。むしろ、特定の枠組みを用いていないからこそ、「暗黙の理論的枠組
み」に囚われている可能性があるので注意が必要である。森山(2010)の展開に沿っ
て言うのであれば、「直感的一般化」の時点ですでに、何らかの枠組み（理論）の
中で直感を働かせていることになる。 

⚫ (1)が記述から理論へ、理論から記述へ循環しているのであれば、「良い記述」は既
存の枠組みへの違和感を喚起させる記述であり、良い理論は研究者の直感的記述を
新たに喚起させる理論である。そのためには、記述的研究者であっても自身が立つ
枠組みに自覚的になることは有用である。 

⚫ 「暗黙の枠組み」の存在に、同じ研究背景を持つ研究者同士の対話や自問自答で気
づくのは困難である。これは、いわゆる記述研究者が、特定の枠組みを用いた理論
研究者と対話することで克服できるかもしれない。その際、記述的立場をとる研究
者が特定の理論的枠組みを全て受け入れる必要はなく、大きな主張を共有しつつ保
留事項を持たせておくことで、それぞれの枠組みへの過剰適応を防ぐことが肝要で
ある。 
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部分で必要な表現・文型が多数提示されている。そのような情報も学習者のＡＷに必要であることは

間違いないが、上で指摘したような、学習者の文法の問題を解決するものではない。 

  以上のことから、上級学習者の AW のための初級文法項目の再学習の必要性が明らかになったと

思われる。 

本パネルセッションでは、対比の「は」、テンス・アスペクト、自他動詞の対応の 3 つのトピックを取り

上げ、具体的に論じる。 
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